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Abstract ─
for Sustainable Development (ESD) and taught it from 2009 to 2013. In this course the students 
researched and presented topics about global warming, harmonious coexistence, the problem of 
waste water and sewerage, environmental restoration, nuclear power plants and professional ethics. 
They also visited various places in Sapporo for their study about the environment. On the last day 
they made a newspaper about their activity in the course. After the course we presented them with 
two questionnaires. One was for the ordinary class evaluation. The other was a special question-
naire prepared by us. The results of two questionnaires showed that the average amount of time for 

wanted to study more about sustainable development.
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はじめに

ESD とは，「持続可能な開発のための教育」
（Education for Sustainable Development）の略称
である。2002 年のヨハネスブルグサミットで日本
が提案し，「国連 ESD の 10 年」（2005 ～ 2014 年）
が国連で採択されている。フィンランドなどでは，
高等教育でも積極的に ESDに取り組み始めている
（カイヴォラ他 2011）。日本では市民のイニシア
ティブで「持続可能な開発のための教育」を推進す
る民間ネットワーク団体として ESD-J が結成され
活動している。北海道大学も団体会員として参加し
ている。そこでは，ESD とは社会の課題と身近な
暮らしを結びつけ，新たな価値観や行動を生み出す
ことを目指す学習や活動と定義されている（ESD-J
のホームページより）。ESDの試みは日本の高等教
育にも及んできている（内山他 2011）。
北海道大学では一年生対象の少人数ゼミ「一般教
育演習」が導入されており，教育内容をかなり自由
に選択できるとともに，効果的な学習を促すことが
できる（細川他 2004）。この仕組みを利用して ESD
の考え方を教育に導入したので，実践例としてここ
に紹介する。

１．演習の構成

この試験的な演習は，一般教育演習のひとつとし
て 2009 年から始められ毎年１学期の木曜日５講目

（16:30 ～ 18:00）に開講されている。表１に受講
者数とその属性の推移を示す。当初，一般教育演習
の最大人数 23 名に満たなかったのは，単位の上限
設定が始まったためと思われる。総合入試にともな
い，一般教育演習の人気が高まり，2011 年度以降
は制限人数近くになった。女性の比率は年によって
異なるが，半数以下である。文系理系の比率も年に
よって大きく異なる。２年生の比率は小さく，総合
入試導入後の総合入試学生はおよそ半数である。
一般教育演習（コアカリキュラム）の教育目標は，

（1）コミュニケーション能力の向上，（2）社会や学問
の多様性の理解，（3）独創的批判的な考え方，（4）
社会的な責任と倫理の理解である。これを受けて本
演習の到達目標は（1）専門書，啓蒙書，解説書，新
聞記事，エッセイなどの文書，書籍を読み，その内
容を的確に把握し，簡潔にまとめることができる。
（2）講演，講義，インタビュー等，音声や映像によっ
て表現されたものを理解し，簡潔にまとめることが
できる。（3）論理的でわかりやすい文を書いたり，
適切な表現でわかりやすく話すことができる。（4）
立場の異なる複数の人間の間で議論し，合意の形成
をはかることができる。（5）現在の定説を理解し，
それをもとに創造的な発想ができる。（6）倫理的な
観点から，適切な意見を主張できる，とした。5年
の間に学習内容に大きな変化はないが，前年度の学
生の意見を取り入れて少しずつ変更を加えている。
2013 年度の演習は，表２のように行われた。各回
の学習内容を以下に詳述する。

表１．受講者数の推移
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1.1　ガイダンスとグループ学習入門

一般教育演習では第１回目に内容紹介をする。学
生は，それに参加して授業を履修するか否かを決定
する。およそ１週間後にコンピュータの抽選により
23 名が選ばれる。したがって第１回目に出席した
学生の内，継続して参加する学生はおよそ半分であ
る。このため１回目のガイダンスでは，演習の内容
のみならず，一般教育演習という科目の意義を講義
した。
２回目はグループ学習の方法を学べるよう構成し
た。まず，申込書として氏名，性別，出身高校，所
属などを記入してもらい回収した。次に，２名ずつ
ペアとなり相互に紹介する他己紹介を行った。この
間に教員の１名が申込書を基に，学部・性別が多様
になるように４グループに分けた。グループに分か
れた後，役割分担，グループ名の決定，古新聞の使
い方などのテーマを与え，アイスブレーキングを
行った。さらに，宿題としてグループ毎に地球が温
暖化してきたと思える証拠を１つ以上調べてくるよ
う指示した。発表時間は３分の予定である。出典を
明らかに（うわさ話や記憶では不可）することを教

えた。また，最初のレポートとして今日の授業の感
想を書くよう指示し，400 字詰め原稿用紙１枚を
渡した。これは，文章の書き方，原稿用紙の使い方
を教えるためである。本演習は，論文指導としても
登録されているため，多くの回で個別に文章を書か
せ，１週間後にはコメントをつけて返還し，文章の
書き方の指導をした。

1.2　地球温暖化

３回目は，相談時間 10 分の後，各グループが地
球温暖化の証拠について発表した（発表３分質疑応
答１分）。次に教員が地球温暖化についての概要を
解説（20分）した後，各グループは３つのテーマ「温
暖化は良いことか悪いことか？」，「北海道が温暖化
することは良いことか悪いことか？」，「温暖化対策
には何が最適か？」を順に議論し発表した。議論の
時間は各５分，発表は各２分とした。この回のレポー
トのテーマは「今日の話を聞いて温暖化についての
イメージがどう変わったか？」とした。グループの
宿題は，「第２次世界大戦中のユダヤ人迫害」につい
て調べてくることである。

表２．毎回の演習の内容
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1.3　職業倫理

４回目は，職業倫理について考えてもらうため
に，1997 年第 70 回アカデミー賞最優秀短編映画
賞受賞映画（ビザと美徳Visas and Virtue，30 分）
を鑑賞した。第２次世界大戦中リトアニア領事の杉
原（1900-1986：岐阜県加茂郡出身）は，日本政府
の命令に逆らい，ナチスの迫害を受けたユダヤ難民
にビザを発給し続け，6,000 人以上の命を救った。
杉原は帰国後，解職された。1985 年には「諸国民
の中の正義の人」としてイスラエル政府から表彰さ
れる。本映画は，職業上の規範と人間としての倫理
が対立するモデルとなるものである。
各グループは，まず 10 分で集めたデータをまと
め，１分で発表した。その後映画を鑑賞し，時間内
に各自が感想文を記述し提出した。
この後にゴールデンウイークと演習が重なり休講
となることが予定されていたので，文章を書く練習
として４日分の日記を宿題とした。A4の用紙１枚
を４つに区切り，あなたが体験，あるいは見たエコ
について書くように指示した。さらに次回の演習の
ために，ヒトと自然との「共生」あるいはその関連
で「循環型社会」について調べてくるよう指示した。

1.4　共生（炭素循環型社会の創造）

５回目は，炭素循環型社会について議論した。ま
ず，10 分で調査してきたものをまとめグループ毎
に３分で発表した。ここで教員が 15 分で共生につ
いて説明するとともに問題を提起した。まず「共生
の言葉の定義は何か？」として，10分の相談の後 1
分で発表した。共生の理解が深まったところで，「共
生は可能か，不可能か」というテーマで２グループ
ずつに分かれディベートを行った。相談 10 分で立
論１分，反論・質問に相談５分発表１分，質問への
回答・総括に相談５分発表２分とした。この日のレ
ポートは原稿用紙１枚で「一番実行可能な共生は何
か」とした。さらに次回の準備として，「ゴミで困っ
ていることは何か。１人３つ考えてくる。大きな問
題から集配の際に困惑している身近なことまで含め
てよい」を宿題とした。

1.5　身近なゴミ問題

６回目は，前回のレポートを受けて「倫理とは？
理性で考える論理」として，倫理に関する 15 分間
の講義を行った。倫理学の基本的な考え方が論理で
説明できることを説明するとともに，いくつかの主
な考え方を紹介し，本学の教員の教育倫理綱領も説
明した。
次に札幌市のゴミ問題について議論した。ゴミに

ついては，札幌市特有の細かい分別収集，新しいゴ
ミ焼却場，ゴミからエネルギーを得る仕組みなど，
興味深い話題が多い。まず，札幌市のゴミ対策と
将来ビジョンおよび白石清掃工場の仕組みについ
て 20 分の講義を行った。その後，５分でゴミの悩
みをまとめ各グループ２分発表した。さらに，２つ
の課題「ゴミ問題の解決法は？」「ゴミ問題の一番の
問題点は？」のどちらかを選びグループ討論を５分
行った後，各グループ２分の発表を行った。
この回レポートはない代わりに，みんなで行く

フィールドの候補を考えるとともに，次回のテーマ
「上下水道」に関して，２グループは上水道，２グ
ループは下水道について調査してくるよう指示し
た。

1.6　水処理と環境修復

７回目は，上下水道に関して各グループ 15 分で
発表し，質疑応答を行った。残りの時間は，フィー
ルドの検討に使った。次回のための宿題は，「環境
修復方法を一つあげて，その方法を説明する」とし
た。８回目は，まず５分の相談の後に環境修復につ
いて３分発表２分質疑応答を行った。次に教員が「環
境修復，主に生物学的修復（バイオレメディエーショ
ン）」について 20分解説し，「環境修復は何が効率良
いか？」を５分で考え，各グループ２分で発表した。
この日のレポートは「遺伝子組み替え体による強力
な生物学的修復法が完成した。その使用の是非を問
う。使っていい場合，使っていけない場合の立場を
明確にしてその理由を考える」として，400 字の原
稿用紙を各１枚渡した。次回のために「原子力発電
所の必要性について調べてくる。必要か必要でない
か。その理由を調べる。」を宿題とした。
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1.7　原発についてのディベート

９回目は，「原子力発電所事故による汚染と修復
について」ディベートを行った。まず，教員が「福
島の現状と対策」について 20 分，「原子炉事故の計
算」について 10 分の解説をして，基礎知識を共有
した。４グループを２つに分け，「原子力発電所は
必要」と主張するグループと「原子力発電所は不要」
とするグループとの間で討論した。相談 10 分で発
表は各グループ２分以内として，議論を展開した。
相互の質問の後，各グループが自己の主張に基づき
結論をまとめた。
宿題は，見学先の希望とその理由についてのプレ
ゼンテーションである。行くメリット。何が見たい
か。いつ見に行けるか。対象施設の開館時間，開館
日。何時間くらい見学にかかるか。交通手段はどう
するのか？など，具体的な調査を元にした発表を依
頼した。各グループとも発表 10 分で，発表を評価
することを予告した。

1.8　実地見学の選定と実施，報告

10 ～ 13 回目は，実地見学の計画と実施および
その報告に充てられた。９回目で各グループは行っ
てみたい場所を，10 分で他のグループに紹介しア
ピールする。毎年多くのアイデアが発表される。知
床半島や小樽水族館，定山渓温泉のような遠方の施
設から，札幌市内の上下水道やゴミ処理施設，環境
関連の展示施設など多岐にわたるが，学生による投
票の結果は札幌市内の手近な場所になる。平成 13
年度は丸山周辺と決まった。10回目には，各グルー
プが見学場所で何について調べるかを 10 分で発表
する。この発表も評価対象である。今年度の４チー
ムは，丸山動物園での調査が３チームで，オーガニッ
クレストランの調査が１チームであった。実地見学
は７月最初の土曜日であることを，演習開始直後か
ら提示して，予定を入れないように指示した。実地
見学には教員も同行し，90 分は現地で調査に当た
るよう，集合時間と解散時間を決めて，出欠をとっ
た。１週間後の 12 回目は５分間で調査結果の発表
である。残りの時間は次の週に行われる，「環境問
題についての発表」の準備に使われた。

1.9　環境問題についての発表と新聞の作成

14 回目は，各グループが環境問題関連の興味あ
るテーマを選択して，15 分間で発表する時間であ
る。今年度は「代替エネルギー」，「砂漠化について」，
「バイオ燃料について」，「肉食と環境問題」が，テー
マに選ばれた。学生による評価（４ポイント）と教
員の評価（２ポイント）を合わせて評価の結果とし
た。今年度は大きな差はなかったが，一般にわかり
やすくて客観的な発表が好まれる。この日にポート
フォリオを回収し，グループ作業の評価の対象とし
た。ポートフォリオに含まれる資料の量を見るだけ
で，グループ作業への関与の具合が推定できる。
15 回目は，学習の反省の意味を込めて，グルー
プごとに新聞を作成する。実際にはA4のコピー用
紙を数枚渡して，A4一枚分の新聞を作ることが目
標である。毎回ユーモアあふれる作品ができあが
る。資料１にその例を示す。

２．アンケート調査による評価

この演習に対する学生からの評価を概観する。ま
ず，北大で実施されているアンケート調査の結果を
紹介する。アンケート項目の詳細についてはホー
ムページを参照（北海道大学高等教育推進機構，
2013）。総合入試が始まった 2011 年と 2012 年の
結果を紹介する。評価は，１から５の数値で表さ
れ，数字が大きい方の評価が高い。アンケート参加
人数は順に 22 名と 20 名で，総合評点はそれぞれ
4.37 と 4.36 で良好であった。この演習のための１
週あたりの自習時間の平均値は，2.18 時間，2.33
時間であった。2012 年には，コアカリキュラムの
教育目標達成度を評価するために，（1）～（4）の項
目についての達成度をたずねた。その結果は，順に
3.75，4.13，3.69，3.75 であった。
加えて独自のアンケートを過去 3年間（2011 ～
2013）にわたって実施した。学期最後の週に実施し
たアンケート用紙を資料２に示す。これは，2013
年度に使った用紙で，原子力発電に関する下線部の
設問は 2013 年度だけに特有なものである。
最も面白かったのは実地見学，最終発表，新聞の
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作成の順であった（図１）。理解が深まったかどう
かについては，項目毎に発表を促した６つのテーマ
については，いずれも理解が深まったと半数以上の
学生が回答している。

イメージが変わった（図３），さらに勉強を深め
たい（図 4）には，ほとんどの項目が選ばれている。
さらに理解を深めたい関連項目には，政治，倫理，
科学知識，法制度が順に選ばれた（図５）。教員が

図１．最も面白かった回

図２．理解が深まった項目

図３．イメージが変わった項目
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図４．さらに理解を深めたい項目

図 5．さらに理解を深めたい関連項目

図６．この演習の 1週間あたりの自宅学習時間

環境科学の専門家なので科学・技術的な説明に重点
を置いたため，それを補うべき分野が選ばれている
が，基礎的な科学知識も学びたいという動機付けが
できたところは注目したい。

図６に示される自宅学習時間では，１時間未満を
0.5 時間，４時間以上を５時間として，年度毎の平
均値を求めると順に，2.23 時間，2.62 時間，2.98
時間であった。平均学習時間は次第に増加してい
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る。演習内容はそれほど難しくはなかったようであ
る（図７）。満足度は，「とても満足した」か「満足し
た」を選んだ学生が多く，全般に良好であった（図
８）。

４．考察

ESD は，容易に通常の授業科目に組み込めるも
のであるが，実際にはその範囲は広く，理解するた
めの基礎知識は深く要求されるので，大学の初年次
教育における２単位科目として導入するには，難し
いテーマである。本演習では，科学的な説明に重点
を置くとともに，毎回学生にグループ学習による調
査と発表を求め，学生の能力に応じた学習内容にな
るよう配慮した。また，社会的な視点を補うために，
職業倫理について考える回を設けた。演習が画一化
しないよう，学外の見学や新聞の制作も取り入れた。

このような工夫により，アンケート結果からは，
難しさをそれほど感じることなく，演習に取り組ん
だことがわかる。また，本学の１年生の科目あたり
の１週間の家庭学習時間の平均値（2013 北海道大
学授業アンケート）は，演習で 1.31 時間。選択科
目では，1.03 時間である。本演習の平均値 2.33 時
間はおよそ倍であり，学生が懸命に取り組んだこと
が推測できる。楽しみながら学習できることは，教
育の理想の一つである。グループ学習，ディベート，
学外実習，新聞作成などの多彩な教育手法が，それ
を実現する手段であることがこの研究から推測でき
る。
全学教育の教育目標（1）～（4）の項目についての

達成度をたずねた結果は，順に 3.75，4.13，3.69，
3.75であった。（2）多様性の理解に評価が高い。（4）
倫理の理解は，2006 年の学部４年生を対象とした
コアカリキュラムアンケートの結果（2006 北海道
大学コアカリ調査報告）では 2.75 であり，直後に

図７．演習内容の難しさ

図８．満足度
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調査した本アンケートの結果が大きいことがわかっ
た。すなわち，これらの教育効果が意識されるのは
学習直後であり，時間がたつと忘れられている可能
性がある。学習自体は成立していても，それをどの
時点で学習したかまでの回答を得ることは難しいこ
とを，この結果は示している。今後の全学的な調査
方法に反映されることが期待される。
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資料 1　新聞制作の例
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資料２　独自アンケート


